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1.平成27年12月期第2四半期の連結業績（平成27年1月1日～平成27年6月30日） 

 

(2)連結財政状態 

  

(1)連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第2四半期 192,936 △4.6 181 ― 357 ― △251 ―
26年12月期第2四半期 202,276 0.9 △1,130 ― △984 ― △1,257 ―

（注）包括利益 27年12月期第2四半期 △578百万円 （―％） 26年12月期第2四半期 △1,833百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年12月期第2四半期 △0.93 ―
26年12月期第2四半期 △4.66 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年12月期第2四半期 133,388 23,260 17.4 85.63
26年12月期 124,045 23,704 19.1 87.57
（参考）自己資本 27年12月期第2四半期 23,179百万円 26年12月期 23,686百万円

2.配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

（注）平成27年12月期の配当予想につきましては、未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― ― ― ― ―
27年12月期 ― ―
27年12月期（予想） ― ― ―

3. 平成27年12月期の連結業績予想（平成27年 1月 1日～平成27年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 436,000 0.6 4,800 42.1 5,000 22.0 3,000 ― 11.09

http://www.kntcthd.co.jp/


(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4)発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する 
四半期レビュー手続を実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提とし 
ております。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提条件その他の関連する事項については、２ペ 
ージにあります「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
（四半期決算説明会の資料の入手方法） 
四半期決算説明会につきましては、平成27年８月７日（金）にアナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する資料は、開催後 
速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期2Q 270,743,135株 26年12月期 270,530,635株
②期末自己株式数 27年12月期2Q 34,709株 26年12月期 27,875株
③期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期2Q 270,589,966株 26年12月期2Q 269,800,727株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、個人消費や設備投資に持ち直しの兆しがみられ、企業収益も総じて

改善傾向にあるなど、緩やかな回復基調で推移しました。

 旅行業界におきましては、国内旅行は北陸新幹線の開業により盛況な北陸地方やＵＳＪ効果で引き続き好調な関

西地方が牽引役となり、堅調に推移しました。一方、海外旅行は円安基調の影響に加え、中近東やヨーロッパなど

の政情不安等により、依然として厳しい状況が続きました。 

 このような情勢のもと、当社グループは持株会社体制に移行して２年が経過し、「近畿日本ツーリスト」と「ク

ラブツーリズム」両者の得意分野を掛け合わせた「統合シナジー」の最大化を目指すとともに、各事業にわたり収

益力の向上に懸命の努力を傾けました。 

 また、本年は近畿日本ツーリスト株式会社が創立して60周年の節目の年であり、60周年にちなんだ商品の販売に

も積極的に取り組みました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は1,929億36百万円（前年同期2,022億76百万円）、

営業利益は１億81百万円（前年同期 営業損失11億30百万円）、経常利益は３億57百万円（前年同期 経常損失９

億84百万円）、四半期純損失は２億51百万円（前年同期 四半期純損失12億57百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（財政状態の変動状況） 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、主に預け金、受取手形及び営業未収金と団体前払金が増加したこと

により、前連結会計年度末に比べ7.5％増加し、1,333億88百万円（前連結会計年度末は1,240億45百万円）とな

り、負債合計は、主に預り金、未精算旅行券と団体前受金が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ9.8％

増加し、1,101億28百万円（前連結会計年度末は1,003億40百万円）となりました。また、純資産は、前連結会計年

度末に比べ1.9％減少し、232億60百万円（前連結会計年度末は237億４百万円）となりました。 

 この結果、自己資本比率は17.4％で前連結会計年度末から1.7％減少しました。

 

（連結キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計

年度末に比較して64億49百万円増加し641億40百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金は52億92百万円の増加（前年同期は26億99百万円の増

加）となりました。これは主に売上債権の増加による影響で37億37百万円減少したものの、仕入債務の増加による

影響で26億31百万円、預り金の増加による影響で44億58百万円、団体前受金の増加による影響で33億83百万円がそ

れぞれ増加したためであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金は10億50百万円の増加（前年同期は８億51百万円の減

少）となりました。これは主に定期預金の払戻による収入で12億16百万円が増加したためであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金は24百万円の増加（前年同期は28百万円の増加）となり

ました。これは主に株式の発行による収入で27百万円が増加したためであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年12月期の連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成27年５月８日に公表しました業

績予想を平成27年７月23日公表のとおり修正いたしました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間および通期の当該予想に関する詳細につきましては、平成27年７月23日公表の

「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 29,117 31,419 

預け金 31,160 34,660 

受取手形及び営業未収金 18,397 21,624 

商品 19 17 

団体前払金 14,129 15,865 

繰延税金資産 1,728 2,356 

その他 8,660 7,940 

貸倒引当金 △31 △38 

流動資産合計 103,182 113,845 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,009 1,108 

土地 1,224 1,234 

その他（純額） 629 603 

有形固定資産合計 2,863 2,946 

無形固定資産    

その他 4,980 4,001 

無形固定資産合計 4,980 4,001 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,556 5,486 

繰延税金資産 1,631 903 

その他 7,271 6,644 

貸倒引当金 △440 △438 

投資その他の資産合計 13,018 12,595 

固定資産合計 20,862 19,543 

資産合計 124,045 133,388 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 10,285 10,385 

未払金 4,865 5,574 

未払法人税等 495 341 

預り金 22,108 26,582 

未精算旅行券 30,717 33,329 

団体前受金 22,921 26,336 

賞与引当金 764 627 

その他 1,980 1,502 

流動負債合計 94,139 104,681 

固定負債    

旅行券等引換引当金 1,208 1,055 

退職給付に係る負債 2,012 1,209 

その他 2,980 3,181 

固定負債合計 6,201 5,447 

負債合計 100,340 110,128 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,862 7,876 

新株式申込証拠金 - 1 

資本剰余金 7,025 7,039 

利益剰余金 5,149 4,898 

自己株式 △4 △5 

株主資本合計 20,033 19,809 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,197 1,893 

繰延ヘッジ損益 1,651 416 

為替換算調整勘定 529 802 

退職給付に係る調整累計額 274 258 

その他の包括利益累計額合計 3,653 3,370 

少数株主持分 17 80 

純資産合計 23,704 23,260 

負債純資産合計 124,045 133,388 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 202,276 192,936 

売上原価 167,632 157,961 

売上総利益 34,643 34,974 

販売費及び一般管理費 35,774 34,793 

営業利益又は営業損失（△） △1,130 181 

営業外収益    

受取利息 153 137 

受取配当金 25 26 

助成金収入 1 - 

持分法による投資利益 - 13 

その他 28 50 

営業外収益合計 208 227 

営業外費用    

支払利息 37 33 

為替差損 14 10 

持分法による投資損失 7 - 

その他 3 8 

営業外費用合計 63 52 

経常利益又は経常損失（△） △984 357 

特別利益    

移転補償金 88 - 

投資有価証券売却益 24 - 

段階取得に係る差益 - 28 

その他 0 0 

特別利益合計 112 28 

特別損失    

厚生年金基金脱退拠出金 106 - 

固定資産除却損 3 17 

その他 0 - 

特別損失合計 111 17 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△983 367 

法人税、住民税及び事業税 235 297 

法人税等調整額 39 323 

法人税等合計 275 621 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,258 △253 

少数株主損失（△） △0 △1 

四半期純損失（△） △1,257 △251 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,258 △253 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 121 696 

繰延ヘッジ損益 △925 △1,235 

為替換算調整勘定 264 256 

退職給付に係る調整額 - △16 

持分法適用会社に対する持分相当額 △35 △26 

その他の包括利益合計 △575 △324 

四半期包括利益 △1,833 △578 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,833 △577 

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△983 367 

減価償却費 1,359 1,390 

のれん償却額 362 22 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18 3 

賞与引当金の増減額（△は減少） △432 △143 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △642 - 

旅行券等引換引当金の増減額（△は減少） △201 △152 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △808 

受取利息及び受取配当金 △179 △163 

支払利息 37 33 

売上債権の増減額（△は増加） △4,378 △3,737 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,234 2,631 

未払金の増減額（△は減少） 580 666 

預り金の増減額（△は減少） 4,044 4,458 

団体前受金の増減額（△は減少） 2,521 3,383 

団体前払金の増減額（△は増加） △631 △1,722 

その他 △630 △617 

小計 3,078 5,613 

利息及び配当金の受取額 190 180 

利息の支払額 △37 △33 

法人税等の支払額 △531 △467 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,699 5,292 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △360 △483 

定期預金の払戻による収入 762 1,216 

長期預金の払戻による収入 - 600 

投資有価証券の取得による支出 - △45 

固定資産の取得による支出 △1,128 △476 

長期貸付けによる支出 △19 △16 

長期貸付金の回収による収入 30 22 

供託金の支払による支出 △46 △41 

供託金の返還による収入 38 49 

差入保証金の差入による支出 △473 △135 

差入保証金の回収による収入 145 245 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
- 150 

その他 200 △34 

投資活動によるキャッシュ・フロー △851 1,050 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

株式の発行による収入 41 27 

新株式申込証拠金の払込による収入 - 1 

その他 △13 △4 

財務活動によるキャッシュ・フロー 28 24 

現金及び現金同等物に係る換算差額 85 81 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,962 6,449 

現金及び現金同等物の期首残高 54,698 57,690 

現金及び現金同等物の四半期末残高 56,660 64,140 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

株主資本の著しい変動

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

 
個人旅行 
事業 

団体旅行 
事業 

その他 合計 調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 117,304 50,555 34,350 202,211 64 202,276 

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
44 677 5,542 6,264 △6,264 － 

計 117,349 51,233 39,892 208,475 △6,199 202,276 

セグメント利益又は損失（△） △1,487 632 △195 △1,050 △80 △1,130 

（注）１．「その他」の区分は、海外航空券卸販売、北海道・東北・中国四国・九州地区の各種旅行商品の販

売、海外におけるサービスの提供と各種旅行商品の販売、人材派遣業、物品販売業、損害保険業お

よび旅行関連サービス業を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△80百万円には、セグメント間取引消去２百万円、のれん

償却額△362百万円、各報告セグメントに配分していない全社収益・全社費用の純額280百万円が含

まれております。全社収益は主に報告セグメントに帰属しない売上高であり、全社費用は主に報告

セグメントに帰属しない持株会社運営に係る費用であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日）

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

 
個人旅行 
事業 

団体旅行 
事業 

その他 合計 調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 111,116 47,413 34,321 192,850 85 192,936 

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
41 729 4,863 5,633 △5,633 － 

計 111,158 48,142 39,184 198,484 △5,548 192,936 

セグメント利益又は損失（△） △128 233 △168 △62 244 181 

（注）１．「その他」の区分は、海外航空券卸販売、北海道・東北・中国四国・九州地区の各種旅行商品の販

売、海外におけるサービスの提供と各種旅行商品の販売、人材派遣業、物品販売業、損害保険業お

よび旅行関連サービス業を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額244百万円には、セグメント間取引消去１百万円、のれん

償却額△22百万円、各報告セグメントに配分していない全社収益・全社費用の純額265百万円が含

まれております。全社収益は主に報告セグメントに帰属しない売上高であり、全社費用は主に報告

セグメントに帰属しない持株会社運営に係る費用であります。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

- 10 -


